
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

１ 日 時  令和２年２月２０日（木）１０：００から１２：００まで 

(受付９：３０から) 

 

２ 場 所  長野県諏訪合同庁舎５階 講堂（諏訪市上川１丁目１６４４－１０） 

 

３ 内 容 

（１） 「八島湿原におけるニホンジカの侵入状況および最近の研究紹介」 

       国立大学法人信州大学農学部 助教 瀧井暁子 氏  

 

（２） 「八ヶ岳エリアにおけるニホンジカの生息状況（仮）」 

    長野県林務部鳥獣対策・ジビエ振興室 技師 下坂周示 氏 

 

４ 主 催  美しい環境づくり諏訪地域推進会議 

霧ヶ峰自然環境保全協議会 

 

５ その他  どなたでも聴講できます。 

参加費・参加申込みは不要です。 

 

霧ヶ峰では約１５ｋｍにわたり鋼鉄柵・電気柵を設置して、ニホンジカから貴重な 

草原植物を保護していますが、いまだに多くの場所で被害が発生しています。 

より効果的なニホンジカ対策を諏訪地域全体で考える契機とするため、ニホンジカ 

食害対策報告会を開催します。 

 

長野県（諏訪地域振興局環境課）プレスリリース 令和２年（2020 年）１月 30 日 
 

「ニホンジカ食害対策報告会」を開催します 

 

 

SDGs（持続可能な開発目標）は、美しく、誰もが安心して 

暮らし続けられる社会をめざし、世界みんなで取り組む目標です 

 

［ 長野県は「SDGs 未来都市」です ］ 

美しい環境づくり諏訪地域推進会議事務局 

霧ヶ峰自然環境保全協議会 

（事務局 諏訪地域振興局環境課内） 

事務局長 是永 剛  

担当 伊藤 陽恵  大月 光太郎 

電 話 0266-57-2952（直通） 

ＦＡＸ  0266-57-2968 

Ｅメール  suwachi-kankyo@pref.nagano.lg.jp 

資料２ 



日時 令和２年２月20日（木）午前10時～正午
場所 長野県諏訪合同庁舎５階 講堂

主催 美しい環境づくり諏訪地域推進会議
霧ヶ峰自然環境保全協議会

「八島湿原におけるニホンジカの侵入状況および最近の研究紹介」
国立大学法人信州大学農学部 助教 瀧井暁子 氏

「八ヶ岳エリアにおけるニホンジカの生息状況」
長野県林務部鳥獣対策・ジビエ振興室 技師 下坂周示 氏

N0204906
テキスト ボックス
資料２参考（報告会資料から抜粋）




八島ヶ原湿原におけるニホンジカの侵入状況
瀧井暁子

2020/2/20
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センサーカメラ調査

ニホンジカが柵内を利用しているか？

2011年秋季～モニタリング（柵沿いに7台設置中）

Kiri3,4

Kiri5,6

Kiri1,2

Kiri7

Bushnell
Trophy Cam
HD
動画15秒
Interval 1秒

 設置後1年目（278～479日，平均357日）
 設置後2年目～（5～254日，平均156日）

植生保護柵内で撮影されたニホンジカ（2011～2018年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2011 オス 1歳 6/27 5/6 314

メス 成獣 10/9? 7/13 278+

オス 1歳 10/9? 1/30 479+ GPS個体

2012 オス 4歳以上 ？ 12/13 44+

2013 メス 1歳 7/16 ? 198+

2014 オス 0歳 4/5 12/15 254+

メス 成獣 5/25 10/15 143+

オス 1歳 5/31 6/5 5+

2015 オス 成獣 9/10 1/6 118+

2016 メス 1歳 6/1 12/14 196+

2017 なし

2018 メス 1歳 6/2 12/25 206+

オス 2-3歳 5/28 1+

2019 メス 成獣 5/8 1/1 240+ 出産

調査年 性別 年齢
1年目 2年目

備考
滞在

期間(日）

柵内のニホンジカが撮影された地点
Kiri1,2 Kiri3,4

Kiri5,6

 湿原西の低木林付近で

出産した可能性

 雪知不沢も撮影頻度高い

 最終確認はKiri7（1月2日）

4

5

22



八島ヶ原湿原におけるニホンジカの侵入状況
瀧井暁子

2020/2/20
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 4～7月、9～10月に確認：霧ケ峰高原でシカが高

密度に生息する時期

 5月の侵入が最も多い

植生保護柵内への侵入月

2011 6月（1）, 10月（2）

2012 10月（1）

2013 7月（1）

2014 4月（1）, 5月（2）

2015 9月（1）

2016 ー

2017 6月（1）

2018 5月（1），6月（1）

2019 5月（1）

年 侵入した月（頭数）

センサーカメラで確認した動物種（2011～2019）
湿原西 湿原東 湿原北

翼手目 コウモリ類 〇 〇 ●

齧歯目 ネズミ類 〇 〇 〇

ウサギ目 ニホンノウサギ ● ● ●

食肉目 ツキノワグマ 〇 〇

アカギツネ ● ● ●

タヌキ ● ● ●

アナグマ ● ●

ニホンイタチ ●

ニホンテン ● ● ●

ハクビシン 〇

偶蹄目 ニホンジカ ● ● ●

ニホンイノシシ ● ● 〇

種名
 中小型哺乳類は

柵内外を利用

 リス、カモシカ、

ニホンザル確認無

●は2019年確認
太字の動物種は柵内外共に確認

イノシシは柵内で
確認せず
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動物種ごとの撮影頻度（2019）

*柵外ニホンジカのみ
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